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仏・ロレアル「ロレアル・フォー・ザ・フューチャー」基金を創設 

1億5,000万ユーロを社会的に脆弱な立場の女性たちの支援と環境保護へ 

 
2020年5月12日、クリシー発 － 世界最大の化粧品メーカーである仏・ロレアル（本
社：パリ）は、新型コロナウイルス感染症拡大および、それに伴う影響に対応すべく、画
期的な社会的・環境的な連帯プログラムである「ロレアル・フォー・ザ・フューチャー」を発
表しました。本プログラムは以下を優先事項として展開していきます。 

 

 5,000万ユーロの慈善寄付基金を立ち上げ、感染拡大による社会・経済的な危

機の影響をいち早く受けた、脆弱な立場にいる女性の支援を行う団体をサポー

トします。 

 自然生態系破壊の回復および気候変動の抑制へ貢献すべく、1億ユーロを環

境インパクト投資に費やします。 

 

ロレアルグループ会長 兼 CEO ジャン‐ポール・アゴンは以下の通りコメントしています。 

 

「今後数ヶ月の間、社会は危機に直面し、人類全体が深刻な影響を受ける事態が引き起こされるでしょう。社会的に

最も脆弱な立場にいる方にとって、特に事態は深刻です。同時に、環境問題もますます切迫しています。世界が必

要としている持続可能な変革から後退しないことが必要不可欠です。だからこそ、当社が取組んでいる環境と生物

多様性の保全を再確認するとともに、女性たちが直面している社会的危機の緩和支援をしたいと思っています。こ

の2つ課題は、当社の価値観とこれまで歴史的に取り組んできたコミットメントを反映しています。」 

 
500万ユーロを非常に脆弱な立場にいる女性たちを支援するために 

ロレアルグループは、歴史的に女性たちの支援に取り組んできました。そして、今日も女性のために在り続けていま

す。なぜならば、新型コロナウイルスによる危機は、女性たちに特に影響を与えているからです。その影響は就労機

会と収入の消失において顕著です。多くがひとり親世帯であり、生活必需品を求めフードバンクを頼らざるを得ない

状況にますます追いやられています。同時に、特にロックダウン（都市封鎖）措置の影響により、家庭内暴力や性的

暴行の被害も世界中で、フランス（+30%の暴力増加）含め、拡大しています。 

 

苦しむ女性たちを直接的に支援するため、ロレアルは、5,000万ユーロの慈善寄付基金を立ち上げました。本基金

を通し、貧困と闘い、女性の社会進出を助け、難民の女性や障がいを持つ女性に緊急支援を提供し、女性を暴力か

ら守り、被害者を支援している各地の組織および慈善団体をサポートします。 

 

ロレアルグループの最高企業責任者(CCRO）であるアレクサンドラ・パルトは次のように述べています。 

「新型コロナウイルスによる危機はすべての人に影響を与えていますが、既存の不平等を拡大し、既に社会的ある

いは経済的に苦しんでいる人々や虐待の被害者たちに、壊滅的な影響を及ぼしています。特に女性に対して顕著で

す。最も脆弱な立場にいる女性たちを支援するために行動することは極めて重要です。この社会危機は、環境に対

する強い取り組みの必要性を凌駕するものではありません。この危機を乗り越えるための持続可能で包括的な方法

を見つけるためには、気候変動および生物多様性の侵食を抑制することに注力しなくてはいけません。これらの問

題は、いまや生活・社会・経済をより深く暴力的に脅威に陥れており、そしてその被害を最初に受けるのもまた、女性

たちなのです。」 
 

1億ユーロを環境インパクト投資へ 

持続的発展のためのコミットメント「Sharing Beauty With All」の一環として、現在長期間にわたり取り組んでいる環

境負荷軽減への取り組みに加え、ロレアルグループは、以下2つの主要な環境的課題に取り組むため、1億ユーロ

をインパクト投資に費やすことを決定しました。 

 

 自然生態系破壊の回復： 

5,000万ユーロは、海洋および森林生態系の回復のためのプロジェクトへの資金提供に使用されます。本

プロジェクトは、これらの生態系に依存している人々のため、新たな社会的・経済的な発展の機会をつくりだ

すものです（持続可能な農業や漁業、エコツーリズムや国内排出権の販売など）。 
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本基金、「L’Oréal Fund for Nature Regeneration（自然再生のためのロレアル基金）」は、2030年までに

100万ヘクタールの生態系を回復させ、1,500万から2,000万トンのCO2を回収し、数百もの雇用機会を生

み出すことを目的とします。 

 

 気候変動の抑制： 5,000万ユーロは、サーキュラーエコノミー（循環型経済）に関連したプロジェクトの資金

提供に使用されます。ロレアルグループはこの基金により、サーキュラーエコノミーの発展、特にプラスチッ

ク廃棄物のリサイクルと管理を支援するソリューションの探求とビジネスモデルの構築に貢献することを目

指します。 

 

ロレアルグループは、2030年に向けた新たな持続的発展可能なコミットメントを6月下旬に発表する予定です。この

新しいコミットメントにより、本プレスリリースにて発表した「ロレアル・フォー・ザ・フューチャー」のプロジェクトは完結し

ます。そして、ロレアルのすべての活動が、プラネタリー・バウンダリー（地球の限界）を尊重するものであることを確

かにします。 

 

2013年に始動した持続的発展のためのコミットメント「Sharing Beauty With All」の一環として、ロレアルは、製品デ

ザインから原材料の調達、生産・流通まで、当社の影響とそのすべてのバリューチェーンを網羅する2020年に向け

たコミットメントを掲げました。 

 
2019末までに、以下の成果を成し遂げました。 
 

 2005年比で、工場および配送センターからのCO2排出量を78%削減。同時期の生産量は、37%増 

 

 グループのすべての新製品をエコデザインツールであるSPOTを用い開発することで、2019年に上市した

製品における社会もしくは環境プロファイルを85%改善 

 

 ロレアルのソーシング連帯プログラムにより、困窮するコミュニティから、90,635人の就労を支援 

 

 ロレアルは、国際的な環境評価NGOであるCDPより、4年連続で最高評価であるトリプルAの評価を「気候

変動保護」「持続可能な水源管理」「森林」の3つの主要エリアで得ています。ロレアルは、トリプルAの評価

を4年連続で受けた世界中で唯一の企業です。 

 

この持続可能な発展のためのコミットメントと同様に、倫理や多様性推進に対しての取り組みや、ロレアル財団やブ

ランドによる慈善活動により、当グループは、2015年に定められた、国連による持続可能な開発目標（SDGs）の17

の目標のうち、15の目標に対して貢献しています。 

 
*** 

ロレアルグループについて (https://www.loreal.com/)  

1909 年にパリで化学者ウージェンヌ・シュエレールによって設立され、世界 150 カ国・地域で事業を展開し、88,000 

人の 従業員を有する世界最大の化粧品会社です。「ランコム」「シュウ ウエムラ」「キールズ」「イヴ・サンローラン」

「ロレアル パ リ」「ロレアル プロフェッショナル」「メイベリン ニューヨーク」など、36 ブランドをグローバル規模で展開

しています。  

 

日本ロレアルについて (http://www.nihon-loreal.jp/)  

1963 年から事業を開始し、1996 年に日本法人である日本ロレアル株式会社が設立されました。2,670 人の従業

員を有し、 化粧品の輸入、製造、販売、マーケティングを行っています。現在、上記のブランドを含め 18 のブランド

を取り扱っています。 

 

http://www.nihon-loreal.jp/

